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ヒント 　　⑷　葉でつくられた養分（栄養分）は，ちがう物質に変化して運ばれていきます。
　　⑴　根に近い葉から，反時計回りに葉がついています。
　　⑵　植物が光合成を行うためには，葉に日光が当たらないといけません。

1
2

　  　次の問いに答えなさい。
⑴　植物の気

き

孔
こう

について述べた次の文中の（　　　）にあてはまる言葉として正しいものを，それぞれ（　　　）の
中のア・イから１つ選び，記号で答えなさい。（静岡）
　光
こう

合
ごう

成
せい

や呼
こ

吸
きゅう

にかかわる二酸化炭素や酸素は，おもに気孔を通して出
で

入
い

りする。また，根から吸
す

い上げられ
た水は，①（ア　道

どう

管
かん

　　イ　師
し

管
かん

）を通って，②（ア　気体　　イ　液体）の状態で，おもに気孔から出る。
⑵　植物の体から水が水蒸気になって出ていくことを何といいますか。（宮崎）
⑶　十分に光を当てたオオカナダモの葉をとり，エタノールで脱

だっ

色
しょく

した後，ヨウ素
液をたらしてから顕

けん

微
び

鏡
きょう

で観察すると，ヨウ素液によって色が変化した小さな粒
つぶ

が多く観察できた。このとき，①色が変化した後の小さな粒の色と，その粒にふ
くまれ色が変化した物質の組み合わせとして，正しいものを，右のア～エから１つ
選びなさい。また，②この小さな粒を何というか，書きなさい。（福島）
⑷　下の　　　は，光合成によって葉でつくられた養分（栄養分）のゆくえについて調
べた内容の一部である。右の図は，葉の断面の一部を模

も

式
しき

的
てき

に表したものである。
文中の（Ｐ）に図のａ・ｂのうち適切な記号を，（Ｑ），（Ｒ）に適切な語句をそれぞれ
書きなさい。（福岡）

　  　葉のつき方の規則性を調べるために，図１のように連続した８枚
まい

の葉を真上から観察した。茎
くき

から葉が出る位置に着目し，根に近い葉か
ら順に①～⑧の番号を記したシールをはって真上から見ると，８枚の葉
（葉①～葉⑧）は，たがいに重なり合わないようについていた。図２は，
真上から観察したようすを，模式的に表したものである。次の問いに答
えなさい。（鳥取）
⑴　観察の結果，この植物の８枚の葉のつき方には，一定の規則がある
　ことがわかった。葉⑤はどこについていると考えられるか，図２のア～エから１つ選び，記号を書きなさい。
⑵　　　　次の文は，この植物の葉のつき方の利点について，説明したものである。（　　　）にあてはまる適切
な内容を書きなさい。
　　たがいに重なり合わないように葉をつけることで，植物がより多くの（　　　　　）ため，光合成がさかんに
行われ，多くの養分（栄養分）をつくり出すことができる。

植物のつくりとはたらき1 ▶ガイドp.30・31 1  2

入 試
正答率

80%以上

80%以上

80%以上 色 物質

ア 赤色 ＤＮＡ

イ 赤色 デンプン

ウ 青
あお

紫
むらさき

色
いろ

ＤＮＡ

エ 青紫色 デンプン

80%以上

葉の裏側

葉の表側

気孔

ａ

b

ヒント

　葉でつくられた養分は，図の（Ｐ）で示される，維
い

管
かん

束
そく

の中の（Ｑ）という管を
通って植物の体全体に運ばれる。また，養分が（Ｑ）を通るときは，（Ｒ）にとけ
やすい物質になっている。

〈5点 × 8〉
⑴①  ② ⑵  ⑶①  ②

⑷Ｐ Ｑ Ｒ

葉のつき方 活用問題2 ▶ガイドp.30 1

図１

ア
エ

ウ

イ

①
④

②

③

図２

50%-80% ヒント

80%以上 記述

ヒント

〈5点 × 2〉

⑴ ⑵

29
　　⑵　実験２では，オオカナダモが光合成を行います。
　　⑶　実験３では，オオカナダモが放出した二酸化炭素が水にとけたので，溶液が青色から緑色に変化しました。
　　⑷　まず，⑶で求めた式を用いて，10 時間放置したときのａの値を求めましょう。

3

4

ヒント

　  　オオカナダモを用いて，次の実験１～３を行った。あとの問いに答えなさい。（新潟）
実験１　十分に光を当てたオオカナダモの先

せん

端
たん

近くの葉をとって，熱湯にひたし，あたためたエタノールの中に
入れて脱色した後，水洗いし，ヨウ素液を落とし，顕微鏡で観察したところ，細

さい

胞
ぼう

の中に青紫色の粒が見られた。
実験２　青色のBTB溶

よう

液
えき

を用意し，息をふきこんで緑色にした。右の図のように，
このBTB溶液を三角フラスコＡ，Ｂに入れ，Ａにはオオカナダモを入れた。両
方の三角フラスコに十分に光を当てたところ，Ａの溶液だけが青色になった。
実験３　実験２の後，三角フラスコＡ，Ｂを暗いところに置き，１時間放置したと
ころ，Ａの溶液は青色から緑色になったが，Ｂの溶液には変化が見られなかった。

⑴　実験１について，次の文中の　　　， 　　　にあてはまる語句を書きなさい。
　 　実験１で観察された青紫色に染まった粒は　　　である。光合成は　　　で行
われ，この中に　　　がつくられたことがわかる。
⑵　実験２について，三角フラスコＡの溶液が青色に変化した理由を，次のア～エから１つ選び，記号を書きな
さい。
　ア　溶液中の二酸化炭素が多くなったから。　　　イ　溶液中の二酸化炭素が少なくなったから。
　ウ　溶液中の酸素が多くなったから。　　　　　　エ　溶液中の酸素が少なくなったから。
⑶　実験３について，三角フラスコＡの溶液が青色から緑色になったのは，植物のどのようなはたらきによるも
のか。その語句を書きなさい。

　  　ある種
しゅ

子
し

植
しょく

物
ぶつ

を用いて，植物が行う吸
きゅう

水
すい

のはた
らきについて調べる実験を行った。あとの問いに答え
なさい。（富山）
＜実験＞
㋐　葉の大きさや数，茎の太さや長さが等しい枝を
４本準備した。
㋑　それぞれ，図のように処理して水の入った試験管Ａ～Ｄに入れた。
㋒　試験管Ａ～Ｄの水面に油を１滴

てき

たらした。
㋓　試験管Ａ～Ｄに一定の光を当て，10 時間放置し，水の減少量を調べ，表にまとめた。
⑴　㋒において水面に油をたらしたのはなぜか。その理由を簡

かん

潔
けつ

に書きなさい。
⑵　種子植物などの葉の表皮に見られる，気体の出入り口を何といいますか。
⑶　表中のｄをａ，ｂ，ｃを使って表すと，どのような式になりますか。
⑷　10時間放置したとき，ｂ＝7.0，ｃ＝11.0，ｄ＝2.0 であった。Ａの試験管の水が10.0ｇ減るのにかかる時
間は何時間か。小数第１位を四

し

捨
しゃ

五
ご

入
にゅう

して整数で答えなさい。
⑸　種子植物の吸水について説明した次の文の（　Ｘ　），（　Ｙ　）にあてはまる適切な語句を書きなさい。
・吸水のおもな原動力となっているはたらきは（　Ｘ　）である。
・吸い上げられた水は，根，茎，葉の（　Ｙ　）という管を通って，植物の体全体に運ばれる。

3 ▶ガイドp.30 1植物の光合成と呼吸

緑色の BTB溶液

三
角
フ
ラ
ス
コ
Ａ

オ
オ
カ
ナ
ダ
モ

三
角
フ
ラ
ス
コ
Ｂ

50%-80% Ｘ Ｙ

Ｘ Ｘ

Ｙ

50%以下

ヒント

50%-80%

ヒント 〈5点 × 4〉

⑴Ｘ Ｙ ⑵ ⑶

蒸散4 ▶ガイドp.31 2

A

何も処理しない。

水

B

葉の裏側だけに
ワセリンをぬる。
※ワセリンは水面からの水の蒸発を防ぐ。

水

C

葉の表側だけに
ワセリンをぬる。

水

D

すべての葉をとって，
その切り口に，ワセ
リンをぬる。

水

試験管 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

水の減少量〔 g〕 ａ ｂ ｃ ｄ

80%以上

80%以上

50%-80%

50%以下

ヒント

80%以上

〈5点 × 6〉

⑴ ⑵

⑶ ｄ＝ ⑷ 時間 ⑸ X Y
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⑴　①　ア
　　②　ア
⑵　蒸散
⑶　①　エ
　　②　葉緑体
⑷　Ｐ…ｂ
　　Ｑ…師管
　　Ｒ…水

⑴　イ
⑵　　 日光を葉で受けとることができ

る

⑴　Ｘ…葉緑体
　　Ｙ…デンプン
⑵　イ
⑶　呼吸

⑴　　 水面からの水の蒸発を防ぐため。
⑵　気孔
⑶　（ｄ＝）ｂ＋ｃ－ａ
⑷　６（時間）
⑸　Ｘ…蒸散
　　Ｙ…道管

1

2
例

3

4 例

⑴⑵　植物の根で吸
きゅう
収
しゅう
された水や水にとけた養分（肥料分）は，道

どう
管
かん
を

通って体全体に運ばれていきます。吸
す
い上げられた水は，葉の裏側

に多く見られる気
き
孔
こう
から水蒸気として空気中に出ていきます。これ

を蒸
じょう
散
さん
といい，蒸散がさかんに行われているときは，根からの水の

吸い上げもさかんに行われています。
⑶　光

こう
合
ごう
成
せい
は，水と二酸化炭素から酸素やデンプンなどの養分（栄養

分）をつくり出すはたらきで，葉
よう
緑
りょく
体
たい
で行われます。デンプンはヨ

ウ素液と反応して青
あお
紫
むらさき
色
いろ
に変化するので，葉緑体の部分が変化して

いるように見えます。

⑴　この植物の葉は，反時計回りに 135°回転した位置に，順番につ
いていきます。葉④から反時計回りに135°回転した位置はイです。

⑵　青色のＢＴＢ溶
よう
液
えき
に息をふきこむと，呼気の中の二酸化炭素がと

け，液は緑色に変化します。植物が光合成をすると，液にとけてい
る二酸化炭素を吸

きゅう
収
しゅう
するので，緑色のＢＴＢ溶液は再び青色に変化

します。酸素の増減は液の色の変化に関係しません。
⑶　暗いところにあるオオカナダモは光合成をせず，呼

こ
吸
きゅう
だけを行い

ます。呼吸によって放出された二酸化炭素が青色のＢＴＢ溶液にと
けるので，液は緑色に変化します。

⑶　Ａ～Ｄで，蒸散が起こる部分は，
右の表のようになります。よって，
Ｄからの蒸散量ｄは，ｂ＋ｃ－ａ
と表されます。
⑷　10時間の水の減少量をまとめると，葉の表からは，ｂ－ｄ＝ 7.0
－ 2.0 ＝ 5.0〔ｇ〕　葉の裏からは，ｃ－ｄ＝ 11.0 － 2.0 ＝ 9.0〔ｇ〕
茎
くき
からは 2.0 ｇなので，Ａの試験管の 10時間の水の減少量は，5.0

＋ 9.0 ＋ 2.0 ＝ 16.0〔ｇ〕です。よって，Ａの試験管の水が 10.0 ｇ

減るのにかかる時間は，10〔時間〕× ＝ 6.25〔時間〕より，

小数第１位を四
し
捨
しゃ
五
ご
入
にゅう
して６時間です。

1

2

⑵　　　　　　　　　  　　　　　 「日光」
　　　 　植物は，より多くの日光を葉で受けとり，光合成を行おう

とします。たがいに重なり合わないように葉をつけることで，
下の葉も日光を受けとることができます。

　　　 　（　　　）の後に「ため」とあるので，（　　　）内にあては
まる語句には「ため」をつけてはいけません。

記述のポイント キ ーワード

内容

条件

3

4
⑴　　　　　　　　　  　　　　　 「蒸発」
　　　 　水面から水が蒸発すると，植物の蒸散による正確な水の減

少量がはかれなくなります。
　　　 　理由を書くので，文末は「から。」や「ため。」

記述のポイント キ ーワード

内容

条件

試験管 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
減少量 ａ ｂ ｃ ｄ
葉の表 ○ ○ × ×
葉の裏 ○ × ○ ×
茎 ○ ○ ○ ○

10.0〔g〕
16.0〔g〕
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